
(57)【要約】

【課題】容易に杭を接続することのできる杭の接続構造

を提供することを目的とする。

【解決手段】端部８にテーパー雄ネジ部11を有する円筒

状の杭１，１と、短筒状の継手２と、を備えるものであ

る。継手２の両開口部３，３側の内周面５に杭１，１の

テーパー雄ネジ部11，11が螺着するテーパー雌ネジ部４

，４を配設する。かつ、継手２の内周面５の両テーパー

雌ネジ部４，４の間に杭１，１の端部８，８が直接的に

当接するストッパー部６を突設する。そして、杭１，１

が継手２を介して鉛直状に相互に接続されるものである

。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 端 部 （ ８ ） に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） を 有 す る 円 筒 状 の 杭 （ １ )(１ ） と 、 短 筒 状 の 継 手
（ ２ ） と 、 を 備 え 、 該 継 手 （ ２ ） の 両 開 口 部 （ ３ )(３ ） 側 の 内 周 面 （ ５ ） に 上 記 杭 （ １ )(
１ ） の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11)(11） が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 （ ４ )(４ ） を 配 設 し 、 か
つ 、 上 記 継 手 （ ２ ） の 内 周 面 （ ５ ） の 両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 （ ４ )(４ ） の 間 に 上 記 杭 （ １ )(
１ ） の 端 部 （ ８ )(８ ） が 直 接 的 に 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 （ ６ ） を 突 設 し 、 上 記 杭 （ １ )(１
） が 上 記 継 手 （ ２ ） を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 杭 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 端 部 （ ８ ） に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） を 有 す る 円 筒 状 の 杭 （ １ )(１ ） と 、 短 筒 状 の 継 手
（ ２ ） と 、 を 備 え 、 該 継 手 （ ２ ） の 両 開 口 部 （ ３ )(３ ） 側 の 内 周 面 （ ５ ） に 上 記 杭 （ １ )(
１ ） の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11)(11） が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 （ ４ )(４ ） を 配 設 し 、 か
つ 、 上 記 継 手 （ ２ ） の 内 周 面 （ ５ ） の 両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 （ ４ )(４ ） の 間 に 上 記 杭 （ １ )(
１ ） の 端 部 （ ８ )(８ ） が 他 部 材 （ 12） を 介 し て 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 （ ６ ） を 突 設 し 、 上
記 杭 （ １ )(１ ） が 上 記 継 手 （ ２ ） を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 杭
の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 他 部 材 （ 12） を 、 上 記 杭 （ １ ） の 端 部 （ ８ ） の 内 周 面 （ 10） に 接 触 す る よ う に 嵌 め
込 ま れ か つ 上 記 杭 （ １ ） の 端 部 （ ８ ） の 開 口 縁 （ 13） が 当 接 す る 環 状 の 外 フ ラ ン ジ 部 （ 14
） を 有 す る 短 筒 状 の 内 部 補 強 筒 体 （ ７ ） と し た 請 求 項 ２ 記 載 の 杭 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 継 手 （ ２ ） の 外 周 面 （ ９ ） の 下 端 部 を 下 方 へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 状 に 形 成 し た
請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 杭 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 杭 （ １ ） の 上 記 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） は 、 転 造 加 工 に て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ， ２
， ３ 又 は ４ 記 載 の 杭 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 一 対 の 杭 （ １ )(１ ） を 継 手 （ ２ ） を 介 し て 鉛 直 状 に 接 続 し て 回 転 し な が ら 地 中 に 進 入 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 杭 の 埋 設 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 一 対 の 円 筒 状 の 杭 （ １ )(１ ） の そ れ ぞ れ の 端 部 （ ８ ） の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） を 継 手
（ ２ ） の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 （ ４ )(４ ） に 螺 合 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 し 、 該 継 手 （ ２ ） を
介 し て 接 続 し た 杭 （ １ )(１ ） を そ の 軸 心 廻 り に 回 転 さ せ つ つ 鉛 直 下 向 き に 押 し 込 ん で 地 中
に 進 入 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 杭 の 埋 設 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 下 端 部 （ ８ ａ ） に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） を 有 す る 円 筒 状 の 杭 （ １ ） と 、 掘 削 羽 根 （ 30
） と 、 該 掘 削 羽 根 （ 30） の 中 央 部 に 一 体 状 に 固 着 さ れ た 短 筒 状 の 連 結 部 材 （ 31） と 、 を 備
え 、 該 連 結 部 材 （ 31） の 内 周 面 に 上 記 杭 （ １ ） の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 （ 11） が 螺 着 す る テ ー
パ ー 雌 ネ ジ 部 （ 32） を 配 設 し 、 上 記 掘 削 羽 根 （ 30） の 中 央 部 に 上 記 連 結 部 材 （ 31） に 螺 着
し た 上 記 杭 （ １ ） の 下 端 部 （ ８ ａ ） が 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 （ 33） を 具 備 し 、 上 記 杭 （ １
） と 上 記 掘 削 羽 根 （ 30） が 上 記 連 結 部 材 （ 31） を 介 し て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 杭 と
掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 杭 の 接 続 構 造 と 杭 の 埋 設 方 法 及 び 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 住 宅 等 の 小 規 模 建 築 物 の 耐 震 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 と し て 、 細 径 の 鋼 管 杭 を 地 中 に 進
入 さ せ 地 盤 に 打 ち 込 み （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 そ の 鋼 管 杭 の 上 に コ ン ク リ ー ト を 打
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設 す る 方 法 が あ る 。 そ し て 、 地 盤 が 柔 ら か い 場 合 や 、 岩 盤 が 地 中 の 深 い 位 置 に あ る 場 合 は
、 １ 本 の 鋼 管 杭 で は 不 十 分 な の で 、 ２ 本 の 鋼 管 杭 を 鉛 直 方 向 に 接 続 し て 地 中 に 進 入 さ せ 地
盤 に 打 ち 込 ん で い た 。
　 ま た 、 杭 の 下 端 部 （ 先 端 部 ） に は 、 掘 削 羽 根 を 溶 接 し て 一 体 状 に 固 着 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ ０ １ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 は 、 ２ 本 の 鋼 管 杭 は 溶 接 に て 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 杭 と 掘 削 羽 根 も 溶 接
に て 接 続 さ れ て い た の で 、 接 続 作 業 に 時 間 が か か っ た り 、 溶 接 作 業 者 の 技 術 に よ っ て 接 続
強 度 等 に ば ら つ き が あ る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 を 確 保 し た り 、 施 工 現 場
に 溶 接 機 を 運 び 込 ん だ り し な け れ ば な ら ず 、 面 倒 で あ り 、 ま た 、 火 災 の 虞 れ も あ っ て 、 溶
接 作 業 は 特 に 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に は 不 向 き で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 容 易 に 杭 を 接 続 す る こ と の で き る 杭 の 接 続 構 造 と 、 容 易 に 杭 を 接 続
し て 埋 設 す る こ と が で き る 杭 の 埋 設 方 法 、 及 び 、 容 易 に 杭 と 掘 削 羽 根 と を 接 続 す る こ と が
で き る 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 杭 の 接 続 構 造 は 、 端 部 に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 を
有 す る 円 筒 状 の 杭 と 、 短 筒 状 の 継 手 と 、 を 備 え 、 該 継 手 の 両 開 口 部 側 の 内 周 面 に 上 記 杭 の
テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 を 配 設 し 、 か つ 、 上 記 継 手 の 内 周 面 の 両 テ
ー パ ー 雌 ネ ジ 部 の 間 に 上 記 杭 の 端 部 が 直 接 的 に 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 を 突 設 し 、 上 記 杭 が
上 記 継 手 を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 端 部 に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 を 有 す る 円 筒 状 の 杭 と 、 短 筒 状 の 継 手 と 、 を 備 え 、 該 継
手 の 両 開 口 部 側 の 内 周 面 に 上 記 杭 の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 を 配 設
し 、 か つ 、 上 記 継 手 の 内 周 面 の 両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 の 間 に 上 記 杭 の 端 部 が 他 部 材 を 介 し て
当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 を 突 設 し 、 上 記 杭 が 上 記 継 手 を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 他 部 材 を 、 上 記 杭 の 端 部 の 内 周 面 に 接 触 す る よ う に 嵌 め 込 ま れ か つ 上 記 杭 の
端 部 の 開 口 縁 が 当 接 す る 環 状 の 外 フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 短 筒 状 の 内 部 補 強 筒 体 と し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 継 手 の 外 周 面 の 下 端 部 を 下 方 へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 状 に 形 成 し た 。
　 ま た 、 杭 の 上 記 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 は 、 転 造 加 工 に て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 杭 の 埋 設 方 法 は 、 一 対 の 杭 を 継 手 を 介 し て 鉛 直 状 に 接 続 し て 回 転
し な が ら 地 中 に 進 入 さ せ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 一 対 の 円 筒 状 の 杭 の そ れ ぞ れ の 端 部 の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 を 継 手 の テ ー パ ー 雌 ネ ジ
部 に 螺 合 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 し 、 該 継 手 を 介 し て 接 続 し た 杭 を そ の 軸 心 廻 り に 回 転 さ
せ つ つ 鉛 直 下 向 き に 押 し 込 ん で 地 中 に 進 入 さ せ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 は 、 下 端 部 に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 を 有 す る 円 筒 状 の
杭 と 、 掘 削 羽 根 と 、 該 掘 削 羽 根 の 中 央 部 に 一 体 状 に 固 着 さ れ た 短 筒 状 の 連 結 部 材 と 、 を 備
え 、 該 連 結 部 材 の 内 周 面 に 上 記 杭 の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 を 配 設
し 、 上 記 掘 削 羽 根 の 中 央 部 に 上 記 連 結 部 材 に 螺 着 し た 上 記 杭 の 下 端 部 が 当 接 す る ス ト ッ パ
ー 部 を 具 備 し 、 上 記 杭 と 上 記 掘 削 羽 根 が 上 記 連 結 部 材 を 介 し て 接 続 さ れ る も の で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 次 の よ う な 著 大 な 効 果 を 奏 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 杭 の 接 続 構 造 及 び 杭 の 埋 設 方 法 に よ れ ば 、 一 対 の 杭 を 継 手 を 介 し て 容 易 に
接 続 す る こ と が で き 、 従 来 の よ う に 、 杭 同 士 を 溶 接 す る 必 要 が な く な る 。 こ の こ と に よ り
、 杭 の 接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作 業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 ま た 、 一 対 の 杭 を 継 手 の 機 械 的 構 造 に よ っ て 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に す る こ と
が で き る 。
　 本 発 明 に 係 る 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 に よ れ ば 、 杭 を 掘 削 羽 根 に 予 め 固 着 さ れ た 連 結 部
材 に 螺 着 す る だ け で 、 杭 と 掘 削 羽 根 と を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 従 来 の よ う
に 、 杭 と 掘 削 羽 根 と を 直 接 溶 接 し て 接 続 す る 必 要 が な く な る の で 、 杭 と 掘 削 羽 根 と の 接 続
作 業 を 簡 素 化 し て 作 業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 ま た 、 杭 と 掘 削 羽 根 と を 連 結 部 材 の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ き 本 発 明 を 詳 説 す る 。
　 図 １ と 図 ２ に 於 て 、 １ ， １ は 円 筒 状 の 一 対 の 杭 で あ り 、 例 え ば 、 各 杭 １ ， １ は ４ ｍ や ５
ｍ 等 の 定 尺 の パ イ プ か ら 成 る 。 ２ は 一 対 の 杭 １ ， １ を 相 互 に 接 続 す る 継 手 で あ る 。 各 杭 １
， １ の 端 部 ８ に は テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 有 し 、 こ の 場 合 、 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11は 、 上 方 の
杭 １ ａ の 下 端 部 と 、 下 方 の 杭 １ ｂ の 上 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 継 手 ２ の 両 開 口 部 ３ ， ３ 側 の 内 周 面 ５ に 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11
， 11が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ が 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 継 手 ２ の 内 周 面 ５ の
両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ の 間 に 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ の 開 口 縁 （ 端 面 ） 13が 直 接 的
に 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。 ス ト ッ パ ー 部 ６ は 、 継 手 ２ の 内 周 面 ５ の （
上 下 ） 中 央 部 に 配 設 さ れ 、 図 示 省 略 す る が 、 継 手 ２ の 軸 心 方 向 か ら 見 て 、 継 手 ２ の 内 周 面
５ に 円 環 状 に 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11， 11は 、 転 造 加 工 に て 形 成 さ れ 、 テ ー パ ー 雄 ネ ジ
部 11が 形 成 さ れ る 端 部 ８ の （ ネ ジ 山 の 凹 凸 を 無 視 し た ） 厚 さ 寸 法 は 略 均 一 と な っ て い る 。
つ ま り 、 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 形 成 し た 端 部 ８ の 内 周 面 10は 、 開 口 縁 13側 に 向 か っ て テ ー
パ ー 状 に 縮 径 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に 於 て 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11， 11と 、 継 手 ２ の
両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ は 、 全 て 右 ネ ジ 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 継 手 ２ の 半 截 断 面 図 で あ り 、 継 手 ２ の 外 周 面 ９ の 下 端 部 は 、 継 手 ２ が 地 中 に 進
入 す る 際 に （ 図 ４ 参 照 ） 、 地 面 （ 地 盤 ） と の 抵 抗 を 低 減 し て 進 入 し 易 い よ う に 、 下 方 へ 向
か っ て 縮 径 す る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 継 手 ２ の 外 周 面 ９ の 下 端 部 に
進 入 抵 抗 低 減 用 テ ー パ ー 部 15を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 継 手 ２ は （ 仮 想 の ） 上 下 中 央 面 を 境 界 面 と し て 上 下 対 称 に 形 成 さ れ 、 杭 １ ａ ， １
ｂ に 継 手 ２ を 上 下 反 転 さ せ て も 取 付 （ 螺 着 ） 可 能 と な っ て い る 。 即 ち 、 継 手 ２ の 外 周 面 ９
の 上 端 部 は 、 上 方 へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 進 入 抵 抗 低 減 用 テ ー パ ー 部 15
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を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 継 手 ２ の 材 質 は 、 例 え ば 、 パ ー ラ イ ト 可 鍛 鋳 鉄 で あ り 、 1100kg－ ｍ の ト ル ク に 耐 え 得 る
強 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 杭 １ ａ ， １ ｂ は 、 例 え ば 、 炭 素 鋼 （ 一 般 構 造 用 炭 素
鋼 鋼 管 の Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｓ Ｔ Ｋ 400 を 適 用 す る こ と が 望 ま し い ） を 材 料 と し 、 径 寸 法 は 約 100m
m ぐ ら い の 細 径 の 杭 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 方 の 杭 １ ｂ の 下 端 部 は 螺 旋 翼 17を 配 設 し た オ ー ガ
ー ヘ ッ ド 16を 有 し て い る 。 な お 、 図 ４ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 方 の 杭 １ ａ の 上 端 部 は 転
造 加 工 に て テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ と 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 杭 の 接 続 構 造 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ と
図 ２ に 示 す 上 記 実 施 の 形 態 と 異 な る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 下 の 杭 １ ａ ， １ ｂ は 継 手 ２ を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ て お
り 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 他 部 材 12を 介 し て 継 手 ２ の ス ト ッ パ ー 部 ６ に 当 接 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 具 体 的 に は 、 上 記 他 部 材 12は 金 属 製 の 短 筒 状 の 内 部 補 強 筒 体 ７ で あ り 、 こ の 内 部 補 強 筒
体 ７ の 外 周 面 18の 一 端 に 環 状 の 外 フ ラ ン ジ 部 （ 外 鍔 部 ） 14が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 内
部 補 強 筒 体 ７ は 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ の 内 周 面 10に 接 触 す る よ う に 嵌 め 込 ま れ 、 そ の
嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ の 開 口 縁 13は 外 フ ラ ン ジ 部 14に 当 接 す る 。
ま た 、 図 ６ に 於 て 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ （ の 開 口 縁 13） は 、 外 フ ラ ン ジ 部 14を 介 し て
ス ト ッ パ ー 部 ６ と 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 内 部 補 強 筒 体 ７ を 杭 １ ａ ， １ ｂ に 嵌 め 込 み 易 い よ う に （ 図 ５ 参 照 ） 、 内 部 補 強 筒
体 ７ の 外 周 面 18に は 、 （ 外 フ ラ ン ジ 部 14と 反 対 側 の ） 他 端 へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ ー 面
19を 配 設 し 、 テ ー パ ー 面 19の 径 寸 法 は 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 内 周 面 10の 開 口 端 の 径 寸 法 よ り
、 僅 か に 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 こ の 内 部 補 強 筒 体 ７ の 材 質 は 、 杭 １ と 同 様 の 炭 素 鋼 や 、
継 手 ２ と 同 様 の 可 鍛 鋳 鉄 と す る 。
　 な お 、 図 ５ と 図 ６ に 於 て 、 図 １ ～ 図 ３ と 同 一 の 符 号 は 、 図 １ ～ 図 ３ と 同 様 の 構 成 で あ る
の で 説 明 を 省 略 す る 。
　 な お 、 図 １ ～ 図 ６ に 於 て 説 明 し た 実 施 の 形 態 以 外 に も 設 計 変 更 自 由 で あ る 。 例 え ば 、 テ
ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11は 転 造 加 工 以 外 の 製 法 に て 作 製 す る こ と も 可 能 で あ っ て 、 パ イ プ （ 杭 １
） の 肉 厚 が 大 き い 場 合 や 材 質 上 強 度 が 大 き い 場 合 等 で は 、 切 削 加 工 に て 作 製 し て も 良 く 、
ま た 、 図 ５ と 図 ６ に 示 し た 内 部 補 強 筒 体 ７ を 付 設 す る 構 成 の 場 合 で は 、 切 削 加 工 し た テ ー
パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 用 い る も 自 由 で あ っ て 、 強 度 上 問 題 が な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 杭 の 埋 設 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 地 面 に コ ン ク リ ー ト 打 設 用 の 窪 部 20を 形 成 す る 。 次
に 、 （ 掘 削 機 等 の ） ね じ 込 み 装 置 21に 、 杭 １ ｂ を 鉛 直 状 に 取 り 付 け る 。 詳 し く は 、 ね じ 込
み 装 置 21の 回 転 駆 動 部 の 先 端 部 に 、 雌 ネ ジ 部 を 有 す る 連 結 部 材 22が 予 め 取 り 付 け ら れ て お
り 、 そ の 連 結 部 材 22の 雌 ネ ジ 部 と 、 杭 １ ｂ の 端 部 （ 上 端 部 ） ８ に 形 成 さ れ た テ ー パ ー 雄 ネ
ジ 部 11と 、 を 螺 合 さ せ 取 り 付 け る 。 そ し て 、 杭 １ ｂ を 窪 部 20に 鉛 直 状 に 配 置 し 、 ね じ 込 み
装 置 21を 駆 動 さ せ て 、 杭 １ ｂ に 回 転 ト ル ク Ｔ と 下 方 へ の 押 圧 力 Ｆ と を 付 与 す る 。 こ の 回 転
ト ル ク Ｔ と 押 圧 力 Ｆ に よ り 、 杭 １ ｂ は 軸 心 廻 り に 回 転 し な が ら 鉛 直 下 向 き に 押 し 込 ま れ 、
杭 １ ｂ の 下 端 部 に 有 す る 螺 旋 翼 17に て 掘 削 し つ つ 地 中 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 杭 １ ｂ を 所 定 の 深 さ ま で 地 中 に 進 入 さ せ る と 、 ね じ 込 み 装 置 21を 一 端 停 止 し 、 杭 １ ｂ の
上 端 部 か ら 連 結 部 材 22を 取 り 外 す 。 そ し て 、 図 ４ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 杭 １ ｂ の 上 端 部
に 継 手 ２ を 取 り 付 け る 。 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 杭 １ ｂ の 上 端 部 の テ ー パ ー 雄 ネ
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ジ 部 11に 、 継 手 ２ の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ を 手 締 め で 螺 合 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 於 て 、 継 手 ２ の 上 側 の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ に 、 別 の 杭 １ ａ の テ ー パ ー 雄
ネ ジ 部 11を 手 締 め で 螺 合 し 、 図 ４ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 杭 １ ａ ， １ ｂ を 継 手 ２ を
介 し て 鉛 直 状 に 接 続 す る 。
　 な お 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 下 杭 １ ａ ， １ ｂ を 継 手 ２ に 手 締 め で 螺 合 さ せ た 状 態 ─ ─ ─
手 締 め 螺 合 状 態 ─ ─ ─ で は 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ （ 開 口 縁 13） は 、 継 手 ２ の ス ト ッ パ
ー 部 ６ に は 当 接 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 図 ４ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 上 方 の 杭 １ ａ の 上 端 部 に 有 す る テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部
11に 、 連 結 部 材 22を 介 し て ね じ 込 み 装 置 21の 先 端 部 を 取 り 付 け 、 ね じ 込 み 装 置 21を 駆 動 さ
せ て 上 方 の 杭 １ ａ に （ 右 回 り の ） 回 転 ト ル ク Ｔ と 下 方 へ の 押 圧 力 Ｆ と を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 於 て 、 こ の 回 転 ト ル ク Ｔ に よ り 、 上 方 の 杭 １ ａ は 軸 心 廻 り に 回 転 し 、 下 端 部 ８ の
開 口 縁 13が ス ト ッ パ ー 部 ６ に 当 接 す る ま で 螺 進 し 、 継 手 ２ と 締 結 さ れ る 。
　 さ ら に 、 上 方 の 杭 １ ａ と 継 手 ２ と の 締 結 後 、 継 手 ２ に も 回 転 ト ル ク Ｔ が 伝 達 さ れ 、 継 手
２ は ス ト ッ パ ー 部 ６ が 下 方 の 杭 １ ｂ の 上 端 部 ８ の 開 口 縁 13に 当 接 す る ま で 螺 進 し 、 下 方 の
杭 １ ｂ と 締 結 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ２ は 、 ね じ 込 み 装 置 21か ら 付 与 さ れ た 回 転 ト ル ク Ｔ に て
、 上 下 一 対 の 杭 １ ａ ， １ ｂ の そ れ ぞ れ 端 部 ８ ， ８ が （ 相 対 的 に ） 螺 進 し ス ト ッ パ ー 部 ６ に
当 接 し て 継 手 ２ に 締 結 さ れ た 状 態 ─ ─ ─ 機 械 締 め 締 結 状 態 ─ ─ ─ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 図 ４ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 機 械 締 め 締 結 状 態 の 上 下 杭 １ ａ ， １ ｂ 及 び 継 手 ２
は 、 回 転 ト ル ク Ｔ と 押 圧 力 Ｆ が 付 与 さ れ 、 一 体 状 に 軸 心 廻 り に 回 転 し な が ら 鉛 直 下 向 き に
押 し 込 ま れ 地 中 に 進 入 す る 。
　 図 示 省 略 す る が 、 所 望 の 深 さ ま で 杭 １ ａ ， １ ｂ が 進 入 す る と ね じ 込 み 装 置 21を 停 止 し て
上 方 の 杭 １ ａ か ら 連 結 部 材 22を 取 り 外 し 、 窪 部 20に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 建 築 物 の 基
礎 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ５ と 図 ６ に 於 て 、 上 記 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の 一 対 の 杭 １ ａ ， １ ｂ を 継 手 ２
を 介 し て 鉛 直 状 に 接 続 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ に 於 て 、 ま ず 、 下 方 の 杭 １ ｂ の 上 端 部 ８ 内 に 、 内 部 補 強 筒 体 ７ を テ ー パ ー 面 19側 か
ら 挿 嵌 す る 。 こ の と き 、 内 部 補 強 筒 体 ７ の 外 フ ラ ン ジ 部 14は 、 杭 １ ｂ の 開 口 縁 13と 当 接 す
る ス ト ッ パ と な る 。
　 そ し て 、 下 方 の 杭 １ ｂ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11に 、 継 手 ２ の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ を 手 締 め
で 螺 合 さ せ 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 方 の 杭 １ ａ の 下 端 部 ８ 内 に 、 （ 別 の ） 内 部 補 強 筒 体 ７ を テ ー パ ー 面 19側 か ら 、
外 フ ラ ン ジ 部 14が 杭 １ ａ の 開 口 縁 13と 当 接 す る ま で 挿 入 し 嵌 め 込 む 。
　 そ し て 、 継 手 ２ の 上 側 の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ に 、 上 方 の 杭 １ ａ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を
手 締 め で 螺 合 さ せ 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 状 態 で 、 上 下 杭 １ ａ ， １ ｂ は 、 継 手 ２ に 手 締 め で 螺 合 さ せ た 状 態 （ 手 締 め 螺 合 状 態
） で あ り 、 各 杭 １ ａ ， １ ｂ の 端 部 ８ に 嵌 め 込 ま れ た 内 部 補 強 筒 体 ７ ， ７ の 外 フ ラ ン ジ 部 14
， 14は 、 継 手 ２ の ス ト ッ パ ー 部 ６ に は 当 接 し て い な い （ 図 示 省 略 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 図 ４ の （ ｄ ） の よ う に 、 上 方 の 杭 １ ａ に ね じ 込 み 装 置 21に て 回 転 ト ル ク Ｔ を 付
与 す る と 、 上 下 杭 １ ａ ， １ ｂ は 継 手 ２ に 対 し 相 対 的 に 螺 進 し て 、 各 内 部 補 強 筒 体 ７ ， ７ の
外 フ ラ ン ジ 部 14， 14は 、 継 手 ２ の ス ト ッ パ ー 部 ６ に 当 接 し て 、 図 ６ に 示 す 機 械 締 め 締 結 状
態 と な る 。 こ の よ う に し て 、 一 対 の 杭 １ ａ ， １ ｂ は 継 手 ２ を 介 し て 鉛 直 状 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-247247 A 2007.9.27



　 図 ７ と 図 ８ に 示 す 本 発 明 の 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 １ は 下 端 部 ８ ａ に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 有 す る 円 筒 状 の 杭 、 30は 円 盤 状 部 材 を ２ つ の 切
れ 目 箇 所 で 上 下 互 い 違 い に 折 曲 げ て 形 成 し た 掘 削 羽 根 で あ る 。 そ し て 、 杭 １ と 掘 削 羽 根 30
は 、 短 筒 状 の 連 結 部 材 31を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 連 結 部 材 31は 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に 一 体 状 に 固 着 さ れ 、 さ ら に 、 連 結 部 材 31の 内 周 面 に
は 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 32が 配 設 さ れ て い る 。 テ ー パ
ー 雌 ネ ジ 部 32は 、 連 結 部 材 31の 内 周 面 の 上 端 か ら 下 端 に 向 か っ て テ ー パ ー 状 に 縮 径 す る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に は 、 連 結 部 材 31に 螺 着 し た 杭 １ の 下 端 部 ８ ａ が 当 接 す る ス
ト ッ パ ー 部 33が 配 設 さ れ て い る （ 図 ８ 参 照 ） 。 具 体 的 に は 、 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に て 、 連
結 部 材 31の 下 端 開 口 部 が 施 蓋 さ れ る よ う 構 成 さ れ て お り 、 杭 １ の 下 端 部 ８ ａ が 、 掘 削 羽 根
30の 中 央 部 上 面 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11は 、 例 え ば 、 転 造 加 工 に て 、 下 方 に 向 か っ て テ ー パ ー
状 に 縮 径 す る よ う に 形 成 さ れ 、 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11が 形 成 さ れ る 下 端 部 ８ ａ の （ ネ ジ 山 の
凹 凸 を 無 視 し た ） 厚 さ 寸 法 は 略 均 一 と な っ て い る 。
　 そ し て 、 こ の 杭 １ と 掘 削 羽 根 30と を 接 続 す る に は 、 予 め 、 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に 連 結 部
材 31を 溶 接 し 、 杭 １ を ス ト ッ パ ー 部 33に 当 接 す る ま で 回 転 さ せ て 連 結 部 材 31に 螺 着 す る 。
　 ま た 、 図 示 省 略 す る が 、 連 結 部 材 31の 内 周 面 の （ テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 32よ り 下 方 の ） 下 端
部 に 内 フ ラ ン ジ 部 を 突 設 し 、 こ れ を ス ト ッ パ ー 部 33と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 杭 の 接 続 構 造 は 、 端 部 ８ に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 有 す る 円 筒 状
の 杭 １ ， １ と 、 短 筒 状 の 継 手 ２ と 、 を 備 え 、 継 手 ２ の 両 開 口 部 ３ ， ３ 側 の 内 周 面 ５ に 杭 １
， １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11， 11が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ を 配 設 し 、 か つ 、 継 手
２ の 内 周 面 ５ の 両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ の 間 に 杭 １ ， １ の 端 部 ８ ， ８ が 直 接 的 に 当 接 す
る ス ト ッ パ ー 部 ６ を 突 設 し 、 杭 １ ， １ が 継 手 ２ を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る の で 、
継 手 ２ に 杭 １ ， １ を 螺 着 す る だ け で 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 従 来 の よ う に 、 杭 １ ， １
同 士 を 溶 接 す る 必 要 が な く な る 。 こ の こ と に よ り 、 杭 １ ， １ の 接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作 業
時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 杭 １ ， １ を 継 手 ２ の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に す る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11と 、 継 手 ２ の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ と を 、 螺 着 し て 接 続
す る の で 、 杭 １ ， １ を 継 手 ２ に 手 締 め で 螺 合 さ せ 、 そ の 後 、 上 方 の 杭 １ に 機 械 で 回 転 ト ル
ク を 付 与 す れ ば 、 杭 １ ， １ が 螺 進 後 、 端 部 ８ ， ８ が ス ト ッ パ ー 部 ６ に 当 接 し て 継 手 ２ に 強
固 に 締 結 で き る と 共 に 、 上 方 の 杭 １ に 付 与 し た 大 き な 回 転 ト ル ク を 継 手 ２ を 介 し て 下 方 の
杭 １ に 確 実 に 伝 達 し て 地 中 に 進 入 さ せ る こ と が で き る 。 即 ち 、 継 手 ２ の 破 損 や 杭 １ の 端 部
８ の 異 常 変 形 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 端 部 ８ に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 有 す る 円 筒 状 の 杭 １ ， １ と 、 短 筒 状 の 継 手 ２ と 、
を 備 え 、 継 手 ２ の 両 開 口 部 ３ ， ３ 側 の 内 周 面 ５ に 杭 １ ， １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11， 11が 螺
着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ を 配 設 し 、 か つ 、 継 手 ２ の 内 周 面 ５ の 両 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部
４ ， ４ の 間 に 杭 １ ， １ の 端 部 ８ ， ８ が 他 部 材 12を 介 し て 当 接 す る ス ト ッ パ ー 部 ６ を 突 設 し
、 杭 １ ， １ が 継 手 ２ を 介 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 さ れ る の で 、 継 手 ２ に 杭 １ ， １ を 螺 着 す
る だ け で 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 従 来 の よ う に 、 杭 １ ， １ 同 士 を 溶 接 す る 必 要 が な く
な る 。 こ の こ と に よ り 、 杭 １ ， １ の 接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作 業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と
が で き る 。
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　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 杭 １ ， １ を 継 手 ２ の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に す る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11と 、 継 手 ２ の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ と を 、 螺 着 し て 接 続
す る の で 、 杭 １ ， １ を 継 手 ２ に 手 締 め で 螺 合 さ せ 、 そ の 後 、 上 方 の 杭 １ に 機 械 で 回 転 ト ル
ク を 付 与 す れ ば 、 杭 １ ， １ が 螺 進 後 、 端 部 ８ ， ８ が ス ト ッ パ ー 部 ６ に 当 接 し て 継 手 ２ に 強
固 に 締 結 で き る と 共 に 、 上 方 の 杭 １ に 付 与 し た 大 き な 回 転 ト ル ク を 継 手 ２ を 介 し て 下 方 の
杭 １ に 確 実 に 伝 達 し て 地 中 に 進 入 さ せ る こ と が で き る 。 即 ち 、 継 手 ２ の 破 損 や 杭 １ の 端 部
８ の 異 常 変 形 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 他 部 材 12を 、 杭 １ の 端 部 ８ の 内 周 面 10に 接 触 す る よ う に 嵌 め 込 ま れ か つ 杭 １ の 端
部 ８ の 開 口 縁 13が 当 接 す る 環 状 の 外 フ ラ ン ジ 部 14を 有 す る 短 筒 状 の 内 部 補 強 筒 体 ７ と し た
の で 、 杭 １ を 継 手 ２ に 螺 合 し て ね じ 込 む 際 に 、 内 部 補 強 筒 体 ７ は 、 杭 １ が 縮 径 し て 内 方 に
逃 げ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 杭 １ を 継 手 ２ に 強 固 に 締 結 さ せ る こ
と が で き 、 ま た 、 締 結 後 、 杭 １ ， １ と 継 手 ２ と を 一 体 状 に 回 転 し て 地 中 に 進 入 さ せ る こ と
が で き る 。
　 ま た 、 杭 １ の 端 部 ８ 内 に 内 部 補 強 筒 体 ７ を 挿 嵌 す る 場 合 に 、 内 部 補 強 筒 体 ７ の 外 フ ラ ン
ジ 部 14が 、 杭 １ の 開 口 縁 13と 当 接 す る ス ト ッ パ と な る の で 挿 嵌 し 易 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 継 手 ２ の 外 周 面 ９ の 下 端 部 を 下 方 へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 状 に 形 成 し た の で 、
継 手 ２ を 介 し て 相 互 に 接 続 し た 杭 １ ， １ を 地 中 に 進 入 さ せ る 際 に 、 継 手 ２ に 対 す る 地 面 （
地 盤 ） と の 抵 抗 を 低 減 し て 進 入 さ せ 易 い も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11は 、 転 造 加 工 に て 形 成 さ れ て い る の で 、 テ ー パ ー 雄 ネ
ジ 部 11が 形 成 さ れ る 端 部 ８ の （ ネ ジ 山 の 凹 凸 を 無 視 し た ） 厚 さ 寸 法 を 略 均 一 に す る こ と が
で き 、 継 手 ２ を 介 し て 相 互 に 接 続 し た 杭 １ ， １ を 地 中 に 回 転 進 入 さ せ る 際 の 回 転 ト ル ク に
も 耐 え 得 る 強 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 杭 の 埋 設 方 法 は 、 一 対 の 杭 １ ， １ を 継 手 ２ を 介 し て 鉛 直 状 に 接 続 し て 回 転 し な
が ら 地 中 に 進 入 さ せ る の で 、 一 対 の 杭 １ ， １ を 継 手 ２ を 介 し て 容 易 に 接 続 す る こ と が で き
、 従 来 の よ う に 、 杭 １ ， １ 同 士 を 溶 接 す る 必 要 が な く な る 。 こ の こ と に よ り 、 杭 １ ， １ の
接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作 業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 杭 １ ， １ を 継 手 ２ の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 一 対 の 円 筒 状 の 杭 １ ， １ の そ れ ぞ れ の 端 部 ８ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 継 手 ２ の テ
ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ ， ４ に 螺 合 し て 鉛 直 状 に 相 互 に 接 続 し 、 継 手 ２ を 介 し て 接 続 し た 杭 １ ，
１ を そ の 軸 心 廻 り に 回 転 さ せ つ つ 鉛 直 下 向 き に 押 し 込 ん で 地 中 に 進 入 さ せ る の で 、 継 手 ２
に 杭 １ ， １ を 螺 着 す る だ け で 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 従 来 の よ う に 、 杭 １ ， １ 同 士 を
溶 接 す る 必 要 が な く な る 。 こ の こ と に よ り 、 杭 １ ， １ の 接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作 業 時 間 を
大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 杭 １ ， １ を 継 手 ２ の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を 均 一 に す る こ と が で き
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る 。
　 ま た 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11と 、 継 手 ２ の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 ４ と を 、 螺 着 し て 接 続
す る の で 、 杭 １ ， １ を 継 手 ２ に 手 締 め で 螺 合 さ せ 、 そ の 後 、 上 方 の 杭 １ に 機 械 で 回 転 ト ル
ク を 付 与 す れ ば 、 杭 １ ， １ を 継 手 ２ に 強 固 に 締 結 で き る と 共 に 、 上 方 の 杭 １ に 付 与 し た 大
き な 回 転 ト ル ク を 継 手 ２ を 介 し て 下 方 の 杭 １ に 確 実 に 伝 達 し て 地 中 に 進 入 さ せ る こ と が で
き る 。 即 ち 、 継 手 ２ の 破 損 や 杭 １ の 端 部 ８ の 異 常 変 形 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 は 、 下 端 部 ８ ａ に テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11を 有 す る 円 筒 状
の 杭 １ と 、 掘 削 羽 根 30と 、 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に 一 体 状 に 固 着 さ れ た 短 筒 状 の 連 結 部 材 31
と 、 を 備 え 、 連 結 部 材 31の 内 周 面 に 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11が 螺 着 す る テ ー パ ー 雌 ネ ジ
部 32を 配 設 し 、 掘 削 羽 根 30の 中 央 部 に 連 結 部 材 31に 螺 着 し た 杭 １ の 下 端 部 ８ ａ が 当 接 す る
ス ト ッ パ ー 部 33を 具 備 し 、 杭 １ と 掘 削 羽 根 30が 連 結 部 材 31を 介 し て 接 続 さ れ る の で 、 予 め
、 掘 削 羽 根 30に 連 結 部 材 31を 固 着 し て お け ば 、 杭 １ を 連 結 部 材 31に 螺 着 す る だ け で 杭 １ と
掘 削 羽 根 30と を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 従 来 の よ う に 、 杭 と 掘 削 羽 根 と を 直
接 溶 接 し て 接 続 す る 必 要 が な く な る の で 、 杭 １ と 掘 削 羽 根 30と の 接 続 作 業 を 簡 素 化 し て 作
業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 溶 接 に 必 要 な 電 力 や 設 備 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 さ ら に 、 火 災 の 虞 れ も な い の で
、 特 に 、 一 般 住 宅 の 基 礎 構 造 の 施 工 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 雨 天 時 の 接 続 作 業 も 可 能 と な る
。
　 ま た 、 杭 １ と 掘 削 羽 根 30と を 連 結 部 材 31の 機 械 的 構 造 に よ り 接 続 す る の で 、 接 続 強 度 を
均 一 に す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 杭 １ の テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部 11と 、 連 結 部 材 31の テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部 32と を 、 螺 着 し て
接 続 す る の で 、 ま ず 、 杭 １ を 連 結 部 材 31に 手 締 め で 螺 合 さ せ 、 そ の 後 、 杭 １ に 機 械 で 回 転
ト ル ク を 付 与 す れ ば 、 杭 １ が 螺 進 し て ス ト ッ パ ー 部 33に 当 接 し 、 連 結 部 材 31に 強 固 に 締 結
で き る 。 さ ら に 、 杭 １ に 付 与 し た 大 き な 回 転 ト ル ク を 連 結 部 材 31を 介 し て 掘 削 羽 根 30に 確
実 に 伝 達 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 部 材 31の 破 損 や 杭 １ の 下 端 部 ８ ａ の 異 常 変 形 を 防
止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 杭 の 接 続 構 造 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 継 手 の 半 截 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 杭 の 埋 設 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 杭 の 接 続 構 造 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 杭 と 掘 削 羽 根 の 接 続 構 造 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 杭
　 ２ 　 継 手
　 ３ 　 開 口 部
　 ４ 　 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部
　 ５ 　 内 周 面
　 ６ 　 ス ト ッ パ ー 部
　 ７ 　 内 部 補 強 筒 体
　 ８ 　 端 部
　 ８ ａ 　 下 端 部
　 ９ 　 外 周 面
　 10　 内 周 面
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　 11　 テ ー パ ー 雄 ネ ジ 部
　 12　 他 部 材
　 13　 開 口 縁
　 14　 外 フ ラ ン ジ 部
　 30　 掘 削 羽 根
　 31　 連 結 部 材
　 32　 テ ー パ ー 雌 ネ ジ 部
　 33　 ス ト ッ パ ー 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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